
北海道がん対策ロゴマーク及び

北海道がん対策基金キャッチフレーズについて
○趣旨

北海道のがん対策の推進及び北海道がん対策基金の理解と支援の輪を広げるため、広く道民の皆様方に北海道

のがん対策の推進及び北海道がん対策基金の普及啓発をさらに進めていくために、北海道がん対策ロゴマーク及

び北海道がん対策基金キャッチフレーズを公募式により募集し、次のとおり決定いたしました。

北海道がん対策ロゴマーク 北海道がん対策基金キャッチフレーズ

Ⓡ

（作成者メッセージ）

がんは二人に一人は罹ると言いますが、いつ誰ががん患者になるか

は分かりません。

二人を包むリボンは罹る、罹らないに関わらず平等にがん対策の施

策を享受出来る権利と守られているという安心感を表すとともに医療

機関と企業等の連携を示します。

マークのシルエットは「北」を意識した形状です。

黄緑は誰もが健康でありたいという心を、リボンは北海道らしいラ

ベンダー色との組み合わせで優しいイメージに仕立てました｡

（作成者メッセージ）

がんは２人に１人が罹るほど多い疾患ですが、医療の進歩によって

早期発見や治療により「助かる命」があります。「命は心」です。

がんになっても諦めず、くじけず、安心して前向きに暮らせる社会

を築くため、温かい理解と支援の輪を広げるため、「命と心を助ける

絆」をつくる「北海道がん対策基金」をみなさんに知っていただき、

募金などのサポートを呼びかけています。

「助かる命 助ける絆

北海道がん対策基金」


